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                 1 は じ め に

 現代イ ンドにおいては,色 彩豊かな印刷物の宗教画が広汎に流通 している。それらは家庭内

の礼拝 スペースに祀 られた額入 りの神像のみならず,店 先のポスターや部屋に掛けられたカレ

ンダー,オ ー トリキ シャー(三 輪タクシー)に 貼 られたステッカー等様々な形態で遍在 し,

人々から日常的にプージャー(礼 拝供養)を 受 けている。本稿では,こ れら印刷物の宗教画をボ

スター宗教画 と称する1)。 これまでポスター宗教画は,「 ヒンドゥー教においてはあらゆるモ

ノに神が顕現できる」という前提のもと,そ の神性が所与のものとみなされ,神 聖化の過程は

等閑視されてきた。 しか し寺院やバ ラモン司祭の家庭における神像においては緻密な儀礼を経

て神が招来されるのに対 して,ポ スター宗教画にはそのような体系だった儀礼は整備されてい

ない。人 々はバ ラモ ンのような宗教的職能者を介することな くバザール(市 場)な どで 「商

品」として流通するポスター宗教画を購入 しプージャーを行っている[写 真1-4]。 この,神

の絵が印刷されただけの紙に,は たしていかなる過程を経て神性が付与されていくのであろう
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写真1 バザ ールの露 天商(2005年 デ リー)   写 真2 家庭 内のプー ジャー ・ガル(礼 拝室)の

    宗教 画以 外に も風景 画や映画俳優のボス      様 子(2005年 ラ ジャ スター ン州 ア ジ

    ターなどが一緒 に売 られている          メール)こ のよ うに一室 を礼拝用 にあて

                          た り,部 屋の一角 に礼拝棚 を設 けたり,

                          礼拝 スペースの形態 は様 々である

     。'  繊 ・瓢』兆ジ 難撒 擢;£  ・,
雛 鹸     .   ∴贈

   ロサリ鞭 却 齪
燈 鉗縢

拶 響 蘇
憶＼ φ蕪,ざ愈 陛

 写真3 店舗 内の礼拝棚(2005年 デ リー)

                       写真4 オー トリキ シャーの運転席前方 に貼 られ

か。             た神像のステ・力一(2006年 タミ
                          ル ・ナー ドゥ州 マ ドゥライ)

 こ う した 問 い に ア プ ロ ー チ す る に は,ボ ス

ター宗 教 画 を め ぐる人 々 の宗 教 実 践 の全 体 を フ ィー ル ド調 査 で 明 らか に して い く必 要 が あ るが,

本 稿 で は そ の布 石 と して,大 量 複 製 物 の ポ ス ター宗 教 画 が どの よ う な特 性 を 有 す る もの な の か

にっ い て予 備 的 に検 討 して お き た い。 まず 次 の 第2節 にお いて は,ポ ス ター宗 教 画 の 歴 史 を 概

略 す る。 続 く第3節 で は,ポ ス ター宗 教 画 の 印 刷 紙 と して の 素 材性 に着 目す る と共 に,そ の製

作 過 程 にっ いて,彫 像 等 の 「伝 統 的 」 な 礼拝 対 象 物 と比 較 して,大 量 生 産 物 と して の 特性 を検

討 す る。 そ して 第4節 で は,現 代 イ ン ドに お い て どの よ うな 図像 が流 通 して い るの か に関 して,

ポ ス タ ー宗教 画 の 図像 の実 際 を 概観 し,そ れ が現 代 イ ン ドの社 会変 容 とい か に 関 わ って い るか

につ いて 考察 す る。
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              2 ポ ス タ ー 宗 教 画 の 歴 史

 イ ン ドに初 め て 印刷 技 術 が 持 ち込 まれ た の は1556年 で あ るが,い わ ゆ るポ ス タ ー宗 教 画 と

呼 ば れ る印 刷 物 の宗 教 画 が 登 場 す るの は19世 紀 に入 って か らで あ る。1556年 に ポ ル トガル人

に よ って 初 め て 印 刷 機 が ゴ ア に も た らさ れ,翌1557年 に 同地 にお い て 印刷 工 房 が 開 か れ た。

当初 は ミ ッシ ョナ リー に よ って キ リス ト教 の公 教 要 理 集 な ど が印 刷 さ れ て い た。 そ の後,印 刷

技 術 は ゴ ア か らイ ン ドの 沿 岸 部 を 中 心 に 南 イ ン ド,東 イ ン ドへ と順 に伝 わ り,18世 紀 末 に

セ ー ラ ム プ ー ル や カ ル カ ッ タ(現 コル カタ)で 印 刷 が 開 始 さ れ て イ ン ドの 印 刷 業 は活 況 を呈 す

る[Kesavan 1985:13,189, Neumayer and Schelberger 2003:17]。1816年 に はカ ル カ ッタ

に お い て,ベ ンガ ル 語 に よ る最 初 の挿 絵 入 り書 籍 で あ る 「オ ンノ ダ女 神 霊 験 詩 」 とい う説話 体

の詩 集 が 出版 さ れ て お り,印 刷 物 は文 字 媒 体 だ け で な く,挿 絵 等 の イ ラス トを含 む複 合 メデ ィ

ア へ と変 貌 して い くよ うに な る。 さ らに1822年 にカ ル カ ッ タに リ トグ ラ フ(石 版印刷)が 紹 介

され る と,そ れ ま で 木 版 や 鋼 版 で複 製 され て い た 挿絵 や カ レ ン ダー,広 告 等 の製 作 が,リ トグ

ラ フ印 刷 へ と推 移 して い く2)。 これ らに は神 イ メ ー ジが 多 用 され て お り,印 刷 業 が盛 ん で あ っ

た 同地 の な か で も ボ ト トラ(Battala)地 区 で は,大 衆 向 けの 宗教 や神 話 に関 す る書 籍 が リ トグ

ラ フ の 挿 絵 付 き で盛 ん に 流 通 す る よ う に な って いた3)。 ま た19世 紀 半 ば に は イ ン ドで リ トグ

ラ フ印 刷 が 確 立 され た と言 わ れ て お り,こ の こ ろ には イ ン ドの ほぼ全 域 にお い て安 価 な 印刷物

が 入手 で き る よ う に な って い た[Mitter 1994:17, Neumayer and Schelberger 2003:9]。

 19世 紀 当 時,印 刷 先 進 国 の一 っ で あ っ た ドイ ッ は安 価 な リ トグ ラ フを 世 界 中 に輸 出 して お

り,19世 紀 の後 半 に は,ド イ ッが この分 野 を独 占 して い た と言 わ れ て い る。19世 紀 末 まで イ

ン ドに も ドイ ッか らの リ トグ ラ フが大 量 に流 入 して お り,現 地 で も この 手 の 印 刷物 は そ れが 他

の 西 洋 諸 国 で 印 刷 され て い た と して も,長 ら く 「ドイ ッ プ リ ン ト(German Print)」 と呼 ば れ

て い た。 この 頃,イ ン ド人 画家 の 中 に は オ ー ス トリアや ドイ ッ にデ ザ イ ンを 送 り,そ こで リ ト

グ ラ フ で 大 量 複 製 し,イ ン ドで 販 売 を 始 め る 人 々 も 登 場 し て い る[Neumayer and

Schelberger 2003:51]。 また,1878年 に カル カ ッ タ ・アー ト ・ス タ ジオ(在 カルカ ッタ)と

チ ッ トラ シ ャ ー ラー ・プ レス(在 プーネー)と い う リ トグ ラ フ印刷 所 が イ ン ド人 に よ って 設 立

され る と,そ れ ぞ れ リ トグ ラ フで神 イ メ ー ジを量 産 して い くこ と に な る4)。

 これ ら大 量 生 産 さ れ た ポ ス タ ー宗 教 画 が,い つ 頃か ら家 庭 内 で 祀 られ る よ う に な った の か詳

細 は明 らか で はな い。 絵 画 に よ る最 初 の記 録 と考 え られ る もの は1832年 に出 版 され た書 物 に

掲 載 さ れ て お り,そ こに はベ ンガ ル地 方 の家 庭 で,カ リガ ト ・ポ ト5)と思 わ れ る手 描 きで量 産

され て い た 宗 教 画 が 壁 に掛 け られ て い る様 子 が 描 写 され て い る[Pinney 2004:15]。 また,マ

ドラ ス(現 チ ェ ンナイ)を 訪 れ た修 道 士 が1885-1895年 の間 に書 き記 した記 録 の な か に,裕 福
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な ヒ ン ドゥーの 家 庭 で,バ ザ ー ルで 売 られ て い る ガ ラ ス板 に描 か れ た 神 像 や 挿 絵 の 切 り抜 きの

よ うな印 刷 物 が 飾 られ て い る様 子が 記 載 され て い る[Pinney 2004:17]。 しか し,現 在 の よ う

に 全 イ ン ドに 印 刷 物 宗 教 画 が 普 及 す る の は,1894年 に イ ン ド人 洋 画 家 ラ ヴ ィ ・ヴ ァ ル マ ー

(1848-1906年)が 自身 の 作 品 を リ トグ ラ フで 大量 生 産 す るよ うに な って か らで あ る と され る。

次 に,ヴ ァル マ ーの遍 歴 と彼 の 絵 画 に つ い て 概説 す る。

 ヴ ァル マ ー は1848年,当 時 藩 王 国 の 支 配 下 に あ っ た ケ ー ラ ラ州 の キ リマ ヌ ー ル6)で産 声 を

上 げ た。 ク シ ャ トリヤ(王 侯 ・戦士)・ カー ス ト7,に属 し,幼 い 頃か ら絵 画 や サ ンス ク リ ッ ト等

の 古 典 に親 しん で い た。1868年 に ト リヴ ァ ン ドラ ムで デ ンマ ー ク生 ま れ の イギ リ ス人 洋 画 家

Theodore Jensenか ら油 彩 画 技 法 や 西 洋 写 実 主 義 を学 び,後 に イ ン ド古 典 や神 話 の世 界 を油

彩 画 で描 い た彼 の作 品 は,国 内 外 で 高 い評 価 を 得 る こ と とな る8〕。1892年,す で に国 民 的 な画

家 とな って い た ヴ ァル マ ー は,自 身 の 作 品 を リ トグ ラフ印 刷 す る ため に,ボ ンベ イ(現 ムンバ

イー)に 印刷 所Ravi Varma Fine Art Lithographic Press(Ravi Varma Press)を 設 立 した。

これ は1894年 に稼 働 が 開始 され,彼 の リ トグ ラ フは 全 イ ン ドに流 通 す る こと とな る9)。

 ヴ ァル マ ー は,イ ン ドの 古 典 や 神 話 か ら主 題 を と っ た作 品 の 他 に もイ ン ド女 性 像 な ど実 に

様 々 な油 彩 画 を製 作 して い た。 ピニ ー は マ イ ケ ル ・フ リー ドの 「没 入(absorptiQn)」 と 「演 劇 性

(theatricality)」 とい う絵 画 分 析 の概 念 を援 用 し,ヴ ァル マ ーの 作 品 につ いて 考 察 して い る。 ブ

リー ドに よ る と,画 中 に描 か れ た 人物 が,鑑 賞 者 の 存 在 を 意識 して い な い か の よ うに絵 画 の な

か の 物語 にr没 入 して い る(abs・rptive)」 様 子 で描 か れ て い る絵 画 こそ が,「 至 高 の フ ィ ク シ ョ

ン(supreme fiction)」 を表 した 「自律 した」 近 代 的 な 絵

画 で あ る と定 義 した。 ピニ ー は フ リー ドの 「近 代 的 」 絵             ・、 ・t

嬬;騨黙 藤1甑 謡

鎌灘鑓燃
「ダ ル シ ャ ン(拝 観)」 の た め に神 像 が正 面 を 向 き目が 強 写 真5 ラヴ イ●ヴ アルマーの油彩画
                             "The Triumph of Indrajit"

調 され て い る とい う図 像 的 特 徴 が指 摘 され て きた[Eck    [Mitter l994]
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写真6 ラヴ ィ.ウ 、アル マ_.プ レ の説 明 を加 え た い。 ポ ス ター宗 教 画 の 印刷 方 法 と して は,

   スの リ トグ ラフ 「ラ クシ ュ ヴ ァル マ ー以 降 リ トグ ラ フ の 優 勢 が 続 い て い た が,1960    
ミ ー_1 (1920{1{f窺)

               年 代 に新 しい技 術 で あ る オ フ セ ッ ト印 刷 に移 行 して い く

[Neumayer and Schelberger 2003:15]。 オ フ セ ッ ト印 刷 と は,製 版 にっ け た イ ン クを一 度

ゴ ム版(ゴ ム ・ブラ ンケ ッ ト)に 転 写(オ フ)し てか ら紙 に再 転 写(セ ッ ト)す る平 板 印 刷 の 方 法

で あ る。 その 原 理 は水 と油 の反 発 作 用 の 利 用 にあ り,製 版 の 画 線部 を 親 油 性,他 の部 分 を 親 水

性 にす る こ と に よ って,イ ンクが デ ザ イ ンの 画 線 部 だ け に付 着 す る よ う にす る。 これ は リ トグ

ラ フ の原 理 と よ く似 て い る もの の,両 者の最 大 の 違 い は リ トグ ラ フが必 要 な 色 数 だ けの 版 が必

要 な の に対 し,オ フセ ッ トは基 本 の4色(シ ア ン ・マゼ ンタ ・イエロー ・ブラ ック)の か け合 わ せ

で 様 々な 色 合 い を 表現 で き る点 に あ る1])。ま た,リ トグ ラ フ印刷 に は熟 練 工 を要 し,製 作 に も

人 材 の 育 成 に も時 間 が か か るの に 対 して,オ フセ ッ トとい う機 械 印 刷 の登 場 で,よ り安 価 な大

量 複 製物 の製 造 が 口∫能 に な って い く。

 そ して1990年 代以 降,印 刷 業 に コ ン ピュ ー ター グラ フ ィ ック ス(以 ドCG)が 導 入 され,製

作 過 程 が 大 き く様 変 わ りす る こ とと な るが,印 刷 方式 と して は依 然 オ フ セ ッ ト印 刷 が 主 流 で あ

る状 況 が 続 いて い る。CGの 導 入 に よ って 製 作 が どの よ う に変 容 した か は,次 節 後 半 で フ ィー

ル ド調 査 に基 づ き改 め て 記 述 す る。

           3 ポ ス タ ー 宗 教 画 の 素 材 性 と 製 作 実 態

 序 論 で述 べ た よ うに,本 節 で は大量 複製 物 で あ るポ ス ター宗 教 画 の特 性 が どの よ うな もの か

検 討 して い く。 そ の た め に 第1項 で は,印 刷 紙 と して の 素材 性 と製 造 過 程 を,そ れ ぞ れ従 来 の

礼拝 対 象物 で あ る 自然、素材 (石や 木)で 製 作 され た 彫 像 との 比較 で 考 察 す る。 ま ず印 刷 紙 の素
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材性 を,宇 波 に よ る素 材 と 「トポ フ ィ リァ(場 所への愛)」 に 関 す る議 論 を参 照 枠 と して検 証 し

た後,神 像 製 作 に お け る儀 礼 的 規 制 や カ ー ス ト的束 縛 に つ い て論 じる。 続 い て 第2項 に お い て,

CG導 入 以 降 に み られ る ポス ター 宗教 画 の製 作 状況 の変 容 を 説 明 す る。

 3-1 神 像 の 素材 と製 作

 宇 波 は,プ ラ ス テ ィ ック とい う新 しい素材 の登 場 に 関 して,木 や 石 とい う 自然 素 材 との対 比

で興 味 深 い点 を指 摘 して い る[宇 波1998:44-50]12)。 まず 自然 素 材 に関 して,例 え ば 日本 に

お け る石 は,御 影 石 や 大 谷 石 の よ う に石 と土 地 を結 合 させ,あ る特 定 の土 地 を 想 起 さ せ る こ と

が あ る。 ま た木 材 に 関 して も,伊 勢 神 宮 や諏 訪 神 社(長 野県)の 神 木 が 特 定 の 森 林 か ら伐 採 さ

れ る こ とや,諏 訪 神 社 の御 柱祭 の用 材 が特 定 の山 林 か ら用 意 さ れ る13)な ど,神 聖 を 帯 び た シ ン

ボル の素 材 が 特 定 の 土 地 とつ な が りを 持 っ こ とが あ る。 宇 波 は 以 上 の よ う な 自然 素 材 が 持 っ

「場 所 の記 憶 」 と も呼 べ る地 域 性 ・場 所 性 を例 示 し,こ の 自然 素 材 の性 質 を イ ー フ ー ・ トゥア

ンの 「トポ フ ィ リア」 と い う用 語 を 用 い て 説 明 した。 イ ー フ ー ・ ト ゥア ンに よ る と,「 トポ

フ ィ リ ア」 と は 「人 々 と,場 所 あ る い は環 境 と の 間 の,情 緒 的 な 結 び っ き」 を 指 す[イ ー

フー ・ トゥア ン1992:20]。 そ して 宇 波 は この観 念 を踏 ま え,場 所(ト ポス)の 記 憶 を 内 在 す

る 自然素 材 に対 して,プ ラス テ ィ ック と い う新 しい素 材 が 場 所 との 結 び っ きや 「場 所 の記 憶 」

の な い,ト ポ フ ィ リァが 欠 如 した素 材 で あ る と指 摘 して い る。

 上 記 の 見 解 に範 を と りっ っ こ こで イ ン ドに 目を向 け てみ る と,ポ ス タ ー宗 教 画 に関 して も同

じよ うな 点 が 指 摘 で き る と考 え る。 そ も そ も ヒン ドゥー教 で は,礼 拝 対 象 物 は場 所 と の強 い結

びっ きが あ る。例 え ば 聖 地 ワ ー ラー ナ シ ーの よ うに大 河 周 辺 の場 所 そ の もの が神 聖 と捉 え られ

る こ と もあ る。サ ンス ク リッ ト語 で聖 地 を表 す 「テ ィー ル タ(tirtha)」 は,元 来 川 の 浅 瀬 や 水 辺

の 階 段 を 意 味 し,聖 地 は浄 化 さ れ た魂 が彼 岸(天 界)へ と昇 って い く場 所,ま た は神 が 降 臨 す る

場所 と考 え られ て い る。 さ らに,イ ン ドで は特 定 の湖 や川,山 とい う場 所 も神 聖 視 さ れ信 仰 の

対象 に な って きた 。例 え ば,プ シ ュカル 湖,ガ ン ジス川,ヒ マ ラヤ等 全 イ ン ドで認 知 され て い る

聖地 か ら,村 落 内 で信 仰 され る ロー カル な場 所 まで 枚 挙 に暇 が な い 。 そ して そ れ ら に は創 造 神

話 や神 々 と トポ スが 深 く関 わ る神 話 が数 多 く付 随 して い る。 ま た,前 述 した ヒ ン ド ゥー教 の宗

教実 践 の 「ダ ル シ ャ ン」 は,神 像 の み な らず,聖 な る場 所 や 聖 人,サ ー ド ゥー(苦 行者)に 対 し

て も行 わ れ[Eck 1998:4,5],さ らに は樹 木 や石 な どの 自然 物 も ダル シ ャ ンの対 象 に な って

きた。 そ れ は例 え ば,シ ャ ー リグ ラー マ石14)が,ネ パ ール の ガ ン ダ キ ー 山か らの み 採 取 さ れ る

丸 い 黒色 の ア ンモ ナイ ト(菊 石)を 指 し,イ ン ドで は ヴ ィ シュ ヌ の化 身 と して神 聖 視 され 家 庭 で

礼拝 され て い る よ う にで あ る[立 川(他)1990:221]。 した が って,礼 拝 対 象 とな った 自然 物 で

あ る 石 や木 は,イ ン ドにお いて も トポス と強 い繋 が りが あ る と言 え る。 一 方,ポ ス タ ー宗 教 画
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に は,オ フセ ッ ト印刷 用 の 市 販 の 印刷 紙 が使 用 さ れ,そ こ に トポ フ ィ リア は な い15)。さ らに この

印 刷紙 の脱 トポ ス的 性 質 は,そ れ ま で の神 像 製 作 で重 要 で あ った儀 礼 的規 制 や,製 作 従 事 者 の

カ ース トの 拘 束 か らポ ス タ ー宗 教 画 製 作 が 自由 にな った こ と と関連 して い る と推 測 され る。 以

下,彫 像 製 作 と比較 しな が ら儀 礼 的規 制 と製 作 者 の カ ー ス トの二 点 に つ い て論 じる。

 「伝 統 的 」な イ ン ドの神 像 製作 は,基 本 的 に 「シ ルパ ・シ ャ ー ス トラ(Silpa-Sastra)」 と い う論

書 を軸 と して製 作 さ れ る。 「シルパ ・シ ャー ス トラ」 に は建 築 や彫 刻,絵 画 等 の造 形 美 術(シ ル

パ)に 関 す る規 定 が 詳 説 され て お り,神 像 にっ い て は神 の プ ロポ ー シ ョンか ら ム ドラー(印 契),

ア ー サ ナ(台 座),ヴ ァー ハ ナ(乗 り物)と な る動 物,所 持 品 等 に至 る まで 細 か く記 され て い る。

そ して 実 際 の 彫 像 製 作 は この 「シル パ ・シ ャー ス トラ」 に準 ず る と と も に,多 くの き ま り に従

わ な くて は な らな い[ワ ン グ2004:163,164]。 彫 像製 作 に お け る儀 礼 的 規 制 は素 材 の 準 備 段

階 を含 め,製 作 過 程 全 般 を 拘 束 して い る。 まず,材 料 を 用意 す る際 に は,材 料 が ど こ の場 所

(トポス)の も の で あ るか と い うだ けで な く,い つ ど の よ う に材 料 を切 り出す か が重 視 さ れ る。

神 像 を 製 作 す る シル ピ ン(Silpin)と い う彫 刻 家 に と って 最 も重 要 な こ と は,イ コ ンの 素 材 が

木 で あ れ石 で あ れ,「 バ ラモ ンの 忠告 に従 って,し か るべ き時 に しか るべ き手 順 で木 や 石 を切

り出す こ と」 で あ っ た[ワ ング2004:164]。 つ ま り,神 を招 き入 れ るの にふ さわ しい 「清 浄 」

な素 材 を 用 意 す る に は場 所(ト ポス)だ け で は な く,「 時 」 の制 約 な ど様 々 な儀 礼 的規 制 を受 け

る。 さ ら に ワ ン グ は,ヒ ン ドゥー教 徒 が 持 っ 神 像 の素 材 観 に っ い て次 の よ うに 述 べ て い る。

  ヒ ン ドゥー教 徒 は,物 質 の ど の一 粒,ど の一 か け らに も,そ の土 地 の霊 が 住 み っ い て い る

  と信 じて い るの で,イ コ ンを造 る儀 礼 に は,木 や岩 に住 み つ い た霊 に ど こか よそ の 所 に 出

  て 行 っ て くれ とお 願 い す る こ とが必 要 に な る。 そ こに神 の像 を刻 む た め に は,ど ん な霊 に

  も染 ま っ て い な い 〈清 浄 な〉原材 料 の魂 を用 意 す る こ とが,肝 腎 な の で あ る[ワ ング2004:

  164]。

 ワ ングが 指 摘 す る よ うに,い か な る霊 に も染 ま って い な い 状 態 を清 浄 とす る と,印 刷 紙 も清

浄 と言 え る か も しれ な い。 しか し,彫 像 製 作 で 材 料 を選 ぶ 際 に は,神 を招 くの にふ さわ しい ト

ポ ス と関 わ りを 持 っ 自然 素 材 を選 び,そ れ を 清 浄 な状 態 に す るた め慎 重 に儀 礼 を 重 ね て 用意 す

る ので あ って,や は り,印 刷 紙 はそ の脱 トポ ス的 性 質 を も って これ ら儀 礼 的 制 約 か ら免 れ て い

る と言 え るだ ろ う。 ポ ス タ ー宗 教 画 に と って,い っ 材料 を 用 意 し,印 刷 を す るか は全 く自由 な

の で あ る。 印 刷 所 で は年 間 を通 して 印刷 が 行 わ れ て お り,ポ ス タ ー宗 教 画(神 イ メー ジ),映 画

俳 優 の ブ ロマ イ ド,風 景 画 等 が 区別 な く ラ ンダ ム に印刷 され て い る。

 ワ ング に よ る と,彫 像 製 作 過 程 にお け る儀 礼 に関 して,多 くの イ コ ンは完 成 時 に特 別 の祝 福
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の儀 礼 を 受 け て浄 化 さ れ る [ワ ング2004:165]。 バ ター,蜂 蜜,特 別 な草 等 が 浄 化 に用 い ら

れ,特 に神 の眼 に は蜂 蜜 と バ ターが 塗 り込 まれ る とい う。 次 に 司 祭 が イ コ ンの 様 々な 部 分 に手

を触 れ て 神 々 を招 き入 れ,最 後 に 「息 を して い る よ う に仕 上 げ る」 と い う意 味 の 「プ ラテ ィ

シュ ター(入 魂)」 の儀 式 で 像 に息 が 吹 き込 まれ,黄 金 の針 で も って 開 眼 され る。 こ の よ うな

祝 福 の儀 礼 を通 して初 めて そ の イ コ ンは神 が一 時 的 に下 っ て く るの にふ さ わ し くな っ た と認 識

され[ワ ング2004:165,166],「 お清 め(浄 化)の 複 雑 な 儀 礼 と仕 上 げ の儀 式 を行 って いな い

イ コ ンは聖 な る力 を欠 い た た だ の芸 術 作 品 にす ぎな い」[ワ ング2004:166]と され る。 初 め

か ら神 聖 な 存 在 と考 え られ て い る ス ワ ヤ ンブ ー ・ リン ガ(自 生 の シ ヴ ァ リ ンガ)や 上 述 した

シャ ー リグ ラ ー マ石 を 例 外 と し,通 常聖 な る力 が入 魂 され る ま で は,そ の像 は聖 な る対 象 と は

見 な され な い[Fuller 1992:58]。 この よ う に神像 は多 くの 儀礼 を 経 て 製 作 が 進 め られ る。 特

に寺 院 に祀 られ る神 像 の製 作 に は,例 え ば オ リッサ州 プ リー の ジ ャ ガ ンナ ー ト寺 院 の 御 神 体 を

改 め る儀 礼 の よ うに,何 ヶ月 もか けて 慎重 に作業 が進 め られ,儀 礼 もよ り緻 密 で 厳 格 な もの と

な って い る16)。

 次 に二 点 目 の 製 作 者 の カ ー ス トに 関 して 論 じた い 。彫 像 製 作 は,シ ル ピ ンの よ う に特 定 の

ジ ャー テ ィ に属 した専 門 の 職 人 が従 事 して い るの に 対 して,ポ ス タ ー宗 教 画 家 に は職 業 的 な

カー ス トの 拘 束 が な い点 を 指 摘 した い。 こ こで は,彼 らの職 業 が19世 紀 末 か ら始 ま っ た比 較

的新 しい もの で あ る こ と も理 由 の一 っ と考 え られ る。20世 紀 後 半 に多 くの 作 品 を残 したH.R.

Raja(Raza)やP. Sardarは ム ス リム画 家 で あ りなが ら多 数 の ヒ ン ドゥー教 の 図 像 を 描 い て お

り,現 代 活 躍 す る最 も著 名 な画 家 の一 人Yogendra Rastogiの 助 手Liyaqat Aliも ム ス リム

画家 で あ る。 ま た多 くの ヒ ン ドゥー 画家 が他 宗 教 の図 像 を 製 作 して お り,画 家 の宗 教 と製 作 す

る図 像 の 宗教 は しば しば 一 致 しない17)。

 さ らに,Rang Roopは 掃 除屋 カ ー ス トと い う 「不可 触 民 」(ダ リト)カ ー ス ト18)出自 の画 家

で あ るが,筆 者 が行 った画 家 や 出版 社(印 刷所)へ の イ ンタ ヴ ュ ー で は,彼 ら は製 作 従 事 者 の

カー ス トを 一 切 問 題 に して お らず,ポ ス ター宗 教 画 の 製 作 に お い て カ ー ス トは 関係 な くな って

きて い る。 この よ うな製 作 従 事 者 の 脱 カ ー ス ト化 は,印 刷 業 に お け るCGの 導 入 で加 速 して い

る とい わ れ て い る。CGの 部 門 で 働 い て い る の は,大 学 で 工 学 や ア ー トを専 攻 して い た 人 が 多

く,コ ン ピュ ー タ ーの 操 作 が で きれ ば カ ース トは問 わ れ ず,よ り様 々 な 人 々 が 印刷 産 業 に参 入

して くるよ うに な った。 これ は 「シルパ ・シ ャー ス トラ」 に囚 わ れ な い 「新 しい」 図 像 が 製 作

され る± 壌 と な って い る。 次 項 で は,こ の よ うな脱 儀 礼 ・脱 カ ー ス ト的 な ポ ス ター宗 教 画 製 作

の現 状 が どの よ うな もの か,フ ィー ル ド調 査19)を も と に記 述 し,特 にCG導 入 以 降 の 変 容 につ

いて ふ れ る。
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 3-2 現 代 イ ン ドに お け る ポ ス タ ー宗 教 画 製 作

 彫 像 な どの 「伝統 的 」 な 神 像 製 作 に比 べ,大 量 生 産 物 で あ るポ ス ター 宗教 画 の製 作 過 程 につ

いて は これ まで あ ま り明 らか に され て こな か った 。 筆 者 が 行 った調 査 に よ る と,ポ ス ター宗 教

画 は専 門 の ポ ス タ ー宗 教 画 家(以 下画家)に よ って 描 か れ る原 画 を 複 製 印 刷 して製 作 され る20'。

画 家 は出 版社 か らの 依 頼 を 受 けて ポ ス ター カ ラー で 原 画 を 作成 して お り[写 真7],依 頼 で は,

どの 神 を どの よ うな ポ ー ズで,と 細 か い 注文 が な され,途 中 何度 か 出版 社 と図 像 を確 認 しっっ

一 週 間 前 後 で 作業 が進 め られ る。 依 頼 の 際,サ ンプ ル と して ポ ス ター宗 教 画 を渡 され る こ と も

多 い。 人 気 の あ る図柄 を手 渡 され,似 た よ う

                              饗
家 が ヒ ン トゥ ー教 の 図 像 を 描 くこ と も,ま た  ・、      落

の よ うに 見本 を手 渡 され,模 写 して い く こ と   野

で製作が可能となる。彫像製作のように神像     購
                         緊■

の 「開眼」を重視する ことはな く,製 作過

程 ・手順は画家の裁量に任 されており,製 作

の どの段 階 で顔 ・目 を描 い て もよ い と考 え ら 写 真7 原 画の製作風景(2005年 シバカ シ郊外)

れ て い る2D。

 原 画 が完 成 す る と,次 に そ の 原 画 を 用 い て オ フセ ッ ト印刷 に必 要 な刷 版 を製 造 す る。ま ず,プ

ロセ スカ メ ラ とい う製 版 用 カ メ ラで原 画 を撮 影 して 色 別 の ネ ガ フ ィル ム を取 りだ し,「 リ タ ッ

チ ア ーテ ィ ス ト」 と呼 ば れ る ネ ガ修 整 の職 人 に よ って エ ッチ ン グ等 の処 理 が 施 さ れ る。 そ して

修 整 を終 え た ネガ を ア ル ミ版材 に感 光 して そ れ ぞ れ 色 別 の ア ル ミ刷 版 を製 版 して い く。 一 般 に

は 出 版社 が これ らの1二程 を専 門 の下 請 け ■一場 に外 注 し,で きあが った ア ル ミ刷 版 を用 いて 自社

の オ フ セ ッ ト印 刷 機 で'F板 印 刷 を 行 って い く。 しか し,1990年 代 以 降 の 印 刷 業 の 機 械 化 ・デ

ジ タ ル化 の促 進 に よ り,印 刷 工 程 に お い て オ フセ ッ ト印刷 に 入 る ま で の ア順 が 様 変 わ り して き

た。 画家 の作 品 を 基 に す る の は 従 来 と同 様 で あ る が,一 一蓮 の ネ ガ フ ィル ム ・ア ル ミ刷 版 の 製 作

工 程 が 変 化 して い る。 と りわ け 大 きな変 化 は,出 版 社nら が大 型 ス キ ャナ ー で原 画 を スキ ャ ン

しコ ンピ ュー ター に取 り込 み,図 像 を デ ジ タル保 存 す るよ うに な った点 で あ る。 これ に よ り画

家 に 新 た な作 品 を 依 頼 す る こ と な く,Photoshop等 の ソ フ トウ ェ ア を 用 いて 新 しい 図 像 を簡

単 に製 作 で きる よ うに な った。 例 え ば 人 気 の あ る原 画 を スキ ャ ン し背 景 だ け を変 更 す る な ど,

「コ ピー&ペ ー ス ト」 で 作 業 が 進 め られ る [写真8]。 出版 社 で は,神 像 や,背 景,供 物,動

物 等 の パ ー ツ毎 の図 像 が デ ジ タル保 存 さ れて お り,そ れ らを組 み合 わせ て図 像 が 作 製 され る こ

と もあ る。 ま た,原 画 を注 文 し,仕 上が った原 画 を スキ ャ ンす るだ けで な く,人 気 の あ る画 家
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写 真8 CGで 図像を加工 して いる様子(2005年  写真9 地域 ごとの嗜好 に合わせて製作 され たラ ク

   Jothi Art Calendars社 シバカ シ)       シ ュ ミー 像 の 原 画(2005年Jothi Art

                         Calendars社 シバ カシ)

の往 年 の作 品 をCD-ROMで 購 入 し,新 た な図 像 を製 作 す る こ と も頻 繁 に行 わ れ て お り, CD-

ROMを 販 売 す る専 門 の 業 者 も登 場 して い る22)。

 デ ジ タル処 理 さ れ た デ ー タは,出 版 社 にお いてCTP(Computer To Plate)に よ りア ウ ト

プ ッ トされ,ア ル ミ刷 版 を 自動 的 に製 版 す る。 出版 社 は,卸 業 者 や 小 売 店 を介 して消 費 者 の嗜

好 や動 向 を くみ取 って い くが,こ の よ うな印 刷 業 の デ ジ タル化 に伴 い,多 様 化 す る消 費者 の要

望 に迅 速 に よ り細 やか に対 応 で き るよ うに な った とい う。Jothi Art Calendars社 の社 長 で あ

るS,ShenbagamUrtiは,多 様 化 して い るマ ー ケ ッ トの意 向 に つ い て,例 え ば 同 じ神 で あ っ

て も好 ま れ る図 像 が地 域 に よ って異 な る とい う こ とを,写 真9の よ うに三 枚 の原 画 を示 しなが

ら以 下 の よ うに説 明 した。

  ラ ク シ ュ ミー像 で も,中 央 の座 像 はパ ドマ ・ア ー サ ナ(蓮 華座)と い う ア ーサ ナ23)で,タ

  ミル ・ナ ー ド ゥ州 や ア ン ドラプ ラ デ ー シ ュ州 で 人 気 が あ り ます 。 左 端 の 片 足 を 下 ろ した

  ア ー サ ナ の 図 像 は マ ハ ラ ー シ ュ トラ州 や カ ル ナ ー タカ 州 で 人 気 で す 。 立 像 か 座 像 か,サ

  リー の 色 も赤 か 緑 か な ど,地 域 間 で も好 み が 違 うの で,う ちで は様 々 な種 類 の ラ ク シ ュ

  ミー像 を製 作 して い る ん で す24>。

デ ジ タル化 に伴 うCGの 導 入 で,上 の よ うな細 か な要 望 に も,素 早 く応 答 で きる よ うに な った

とい う。 この よ うに図 像 の 多様 化 はCGの よ うな 新 しい技 術 に よ って も支 え られ て い る。

 次 節 で は,多 様 化 す る ポ ス ター宗 教 画 の図 像 に関 して,実 際 ど の よ うな新 しい主 題 の ものが

登 場 して い る のか を フ ィー ル ド調 査 か ら明 らか に す る。 そ して,そ れ ら新 しい図 像 の登 場 が,

現 代 イ ン ドの社 会 変 容 と如 何 に 関 わ って い る のか を考 察 す る。
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          4 現 代 イ ン ド ・ポ ス タ ー宗 教 画 と社 会 変 容

 4-1 サ ン ス ク リタ イ ザ ー シ ョン とア イ ヂ ン テ ィ テ ィ ・ポ リテ ィ ク ス

 第2節 の ポ ス ター 宗 教 画 の歴 史 の なか で 述 べ た よ うに,現 在 の よ うに全 イ ン ドに ポ ス タ ー宗

教 画 が 流 通 す るよ うに な った契 機 は,1894年 に イ ン ド人 洋 画 家 ヴ ァル マ ーが 自身 の油 彩 画 を

リ トグ ラ フ で 印刷 し販 売 す る よ うに な って か らで あ る。 ウベ ロ イ は ヴ ァル マ ー の作 品 にっ いて,

ア ー リヤ的 ・ク シ ャ トリア 的 な彼 の 作 品 の複 製 物 が全 イ ン ドを席 巻 した こ とに よ り,低 カ ー ス

トや地 方 の 図像 が衰 退 した と述 べ て い る[Uberoi 1990:43]。 ピニ ー も これ を,ポ ス ター宗 教

画 によ る 「サ ンス ク リタ イ ゼ ー シ ョ ン」 と指 摘 して い る[Pinney 1995:91]。 「サ ンス ク リタ

イ ゼ ー シ ョ ン」 と はM・N・ シュ リー ニ ヴ ァース によ って提 唱 さ れ た 概念 で,低 カ ー ス ト集 団

が 自 ら の地 位 を上 昇 させ る た め に,バ ラ モ ンの 慣 習 ・儀 礼 ・信 仰 を模 倣 した り,菜 食 主 義 や 禁

酒 主義 な ど の生 活 様 式 を取 り入 れて い く過 程 を 指 す[Srinivas 1970(1962):42-45]。 ボ ス

タ ー宗 教 画 に よ る 「サ ンス ク リ タイ ゼ ー シ ョ ン」 はヴ ァル マ ー の サ ンス ク リッ ト的 図像 が一 斉

に 広 ま っ た19世 紀 末 頃 の 現 象 を捉 え て い る と考 え られ るが,現 在 は ピニ ー も指 摘 す る よ うに,

い わ ゆ る サ ンス ク リ ッ ト的 で は な い図 像 も流 通 して い る [Pinney 1995:91,92]25)。 筆 者 が

行 っ た フ ィ ー ル ド調 査 に お いて も,例 え ば15世 紀 に名 を は せ た 低 カ ー ス トの 聖 者 ラ ヴ ィ ダ ー

ス や,ダ リ トの 仏 教 改 宗 を先 導 した政 治 家 で あ り社 会 運 動 家 で あ る ア ンベ ー ドカ ル(1891～

1956)26),そ して地 方 の 神 々 に っ い て も,ケ ー ラ ラの ア イ ヤ ッパ,ベ ンガ ル の オ ン ノプ ル ノ な

ど,他 地 域 で も知 名 度 の高 い神 か ら,よ りロ ー カル な村 落神 ま で流 通 して い るの が観 察 され た。

ま た他 宗 教 の 図像(イ ス ラーム ・キ リス ト教 ・シク教 ・仏教 等)も 多 種 製 作 され て い る。 ポス ター

宗 教 画 は全 イ ン ドで 礼 拝 対 象 物 と して 定 着 した もの の,消 費 対 象 と して の ポ ス タ ー宗教 画 の図

像 はむ しろ多 様 化 して き て お り,「 サ ンス ク リタイ ゼ ー シ ョ ン」 で は説 明 で きな い現 象 が見 ら

れ る。

 こ う した 図像 の 多 様 化 は,ポ ス ター宗 教 画 の購 買者 の 多様 な需 要 に 応答 した もの で あ る と い

え よ うが,こ こで 注 目 した い の は,そ う した多 様 な需 要 の一 端 が,ア イ デ ン テ ィテ ィ ・ポ リ

テ ィ ク ス と関 わ って い る とい う こ とで あ る。例 え ば,ラ ヴ ィ ダ ー ス や ア ンベ ー ドカ ル の ボ ス

タ ー宗 教 画 の流 通 は,イ ン ドで高 揚 して い る ダ リ トの アイ デ ンテ ィ テ ィ ・ポ リテ ィクス と連 動

した動 き と考 え られ る。 イ ン ドに お け る 重 要 な ア イ デ ン テ ィテ ィ ・ポ リテ ィ ク ス の 一 っ に

「カ ー ス ト ・ポ リテ ィ ク ス」 が あ る。 イギ リス植 民 地 期 に カ ー ス トは,統 治 の 最 末 端 の社 会 集

団 と され,そ の後 も政 治 結 集 の単 位 と して利 用 され て きた 。 イ ン ド独 立後,村 パ ンチ ャー ヤ ト

か ら連 邦 下 院 ま で 数 段 階 の選 挙 制 度 が 確 立 され る と,「 カ ー ス ト団 体 」 の結 束 は一 層 強 ま り,

「カ ー ス ト ・ポ リテ ィ ク ス」 と呼 ばれ る よ うな 状況 が 出現 した [小 谷2003:127-131]。 カ ー

ス トの 政 治 化 に よ る カ ー ス ト単 位 の帰 属 意 識 の高 ま り は,信 仰 の場 に も浸 透 して い る。政 治
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家 ・社 会 運 動 家 で あ った ア ン ベ ー ドカ ル は1956年 に ダ リ ト(主 にマハ ール ・カ ース ト)の 仏 教

へ の 改 宗 を導 き,こ れ は現 代 に 続 くダ リ ト運 動 に お け る重 要 な 成 果 で あ っ た と言 わ れ て い る

[Zelliot&Mokashi-Punekar 2005:131]。 現 在 ア ンベ ー ドカ ル の ネ オ ・ブ ッデ ィ ズ ム運 動27)

の支 持 者 は,仏 陀 の 像 と共 に,菩 薩 と して ア ンベ ー ドカ ル の 肖像 画 を掲 げ,賛 歌 を歌 い な が ら

ア ンベ ー ドカル の 誕 生 日を 盛 大 に祝 う。筆 者 が デ リー で調 査 に訪 れ た低 カ ー ス トや ダ リ トの聖

者 ラ ヴ ィ ダ ー スの 寺 院 で もラ ヴ ィダ ース と共 に ア ンベ ー ドカ ル の 肖像 画 が 掛 け られ て い た。 同

寺 院 に お い て行 っ た聞 き取 り調 査 か ら は,ダ リ ト運 動 に伴 い20世 紀 中 頃 か ら ラ ヴ ィ ダー ス寺

院 の 建 設 が 盛 ん に な っ た と の こ とで あ る。 ま た,同 ラ ヴ ィ ダー ス 寺 院 で は,参 拝 者 に無 料 で ラ

ヴ ィ ダ ー スの ポ ス タ ー宗 教 画 を配 布 して お り,カ ー ス ト帰 属 を意 識 した信 仰 が 重 要 視 され るな

か で,ポ ス タ ー宗 教 画 は積 極 的 に ア イデ ンテ ィテ ィ強化 に利 用 され て お り,そ れ に即 した 図像

も求 め られ て い る。 ま た,ド ラ ヴィ ダ ・ナ シ ョナ リズ ム運 動 の よ う な地 方 ア イ デ ンテ ィテ ィ政

治 の 高 ま り もあ り,地 域 性 を重 視 した ポ ス ター 宗教 画 の登 場 も この よ うな社 会 状 況 を反 映 して

い る と考 え られ る28)。 この よ う に,素 材 性 や製 作過 程 に お い て は トポ ス や カ ー ス トを脱 した ボ

ス タ ー宗 教 画 で あ ったが,様 々 な ア イ デ ンテ ィテ ィ ・ポ リテ ィ ク ス の隆 盛 の な か で,逆 に地 域

性 や カ ー ス ト帰 属 を重 視 した ものが 生 まれ っ っ あ る とい う点 は 注 目す べ きで あ ろ う。

 さ らに 現 在 の図 像 に対 して は,1980年 代 以 降 の イ ン ドで み られ る ヒ ン ド ゥー ・ナ シ ョナ リ

ズ ム の高 揚 に伴 い,先 行 研 究 で もコ ミュ ナ リステ ィ ッ ク29)な図 像 の登 場 に 関 す る指 摘 が増 え て

い る。 そ こで は ポ ス タ ー宗 教 画 の な か で ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リス トの 言 説 や 宗 教 ア イ デ ン

テ ィテ ィが ど の よ うに表 象 され て い るか が 問題 と され て い る30)。 しか し,こ こで 指 摘 した い の

は,ヒ ン ドゥー ・ナ シ ョナ リス ト的 な メ ッセ ー ジ性 の 強 い 図 像 は そ の記 号 論 的 意 味 が 主 に重 視

され て お り,い わ ば記 号 的 な装 飾 物 ま た は政 治 的立 場 の 表 明 と して 飾 られ て お り,全 て が礼 拝

対 象 に は な って い な い の で は,と い う こ とで あ る3王)。した が って ポ ス ター 宗 教 画 に っ い て は,

礼 拝 対 象 物 で あ る もの とそ うで は な い ものを一 括 して論 じ るの で は な く,フ ィー ル ド調 査 に基

づ い て分 別 して い く必 要 が あ る だ ろ う。 先 行 研 究 で も ポス タ ー宗 教 画 は,バ ザ ー ル ・プ リン ト,

カ レ ン ダー ・ア ー ト,ゴ ッ ド ・ポス ター等 と呼 ば れ,ポ ス タ ー宗 教 画 と一 緒 にバ ザ ー ル32)で販

売 さ れ て い る風 景 画 や政 治 リー ダー,乳 児 の 図像 等 が 一 括 して論 じ られ て きた33)。 テ クス トの

意 味 論 的分 析 で は,間 テ クス ト性 が 一 っ の重 要 な 視 座 と して 提 示 さ れ て お り,ポ ス タ ー宗 教 画

に関 して も,例 え ば19世 紀 終 わ りか ら20世 紀 初 め に か けて の,リ トグ ラ フ印 刷 と舞 台演 劇 や

写 真 な ど の視 覚 イ メー ジの イ デ ィオ ム間 の,「 間 視 覚 的("inter-ocular")」 な関 係 性 に つ い て 指

摘 さ れ て きた[Pinney 2004:34]。 しか し,こ う した間 視 覚 的 関係 性 に注 目 しっ っ も,や は り

礼 拝 対 象 物 と非 礼 拝 対 象 物 に お いて は,そ の 意 味 と機 能 役 割 に大 きな相 違 点 が あ る こ と に も注

意 を 向 け る必 要 が あ る と考 え る。今 後,特 に ポ ス タ ー宗 教 画 と宗 教 実践 との 関 わ りを論 ず る に
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あたっては,こ れまでのように図像全般を包括的に論 じるのではなく,そ の実践的な意味と機

能役割についてのより注意深い観察にもとついた分類と考察が必要となろう。

 4-2 像の民主化 ・脱文脈化と社会変容

 大量生産され安価に流通するポスター宗教画は,人 々の宗教実践にも影響を与えていると指

摘されている。本項ではそれら先行研究での議論に準拠 しっっ,宗 教実践をめぐる変容と近年

新 しく登場 した図像の関連について検討する。

 ピニーは中央イ ンドのバチスダ村で行 った調査か ら,ポ スター宗教画という大量生産された

安価な印刷物が流通す ることによって,寺 院参拝ができないアウ トカース トの人々にも家庭で

神を祀ることを可能に し,「像(image)の 民主化」 を促 したと指摘 している [Pinney l995:

91]。 インド社会では,一 般カース トから周縁化されるアウ トカース トという被差別民が存在

する。アウトカース トの人々はこれまで様々な場面で行動が規制されてきた。寺院参拝も例外

ではなく,村 の寺院への参拝は禁じられてお り神像へのアクセス権 も極端に制限されていた。

ポスター宗教画の流通 は,そ のような人々にも神像を乖巳ることを可能にしたが,ピ ニーが調査

を行 った村落のアウ トカーストの人々は現在 も村の主要な寺院の参拝が可能ではない。寺院に

は壁画 や絵 画 に描 かれた神像が祀 られてい るこ ともあ り,「像 の民主化」は,全 ての像

(image)が あらゆる人々に開かれた状態になったという意味ではな く,ポ スター宗教画に描か

れ流通する図像 に関 しては,ど のような神の図像であれ入手可能になったことといえよう。

 さらにバッブも,印 刷技術,テ レビ,ビ デオ,オ ーディオ機器等の新 しい情報伝達メデ ィア

の登場が,宗 教的 シンボルの空間的 ・距離的な可動性を増進させただけでなく,「 社会的可動

性(social mobility)」 も伴 っていたことを指摘 している[Babb 1995:3,4]。 バッブによると,

イン ドで は従来,宗 教信仰や実践は社会構造に深 く根ざ してお り,家 族 ・リネージュ ・クラ

ン・カース ト・村落 ・近隣社会等の社会集団の単位において宗教儀礼や意識の根幹が基盤づけ

られて きた。っまり儀礼やセ レモニーへの参加は,そ れ ら社会構造の構成員 としての役割を果

たす,と いう意味 も多分に含まれていた。それがポスター宗教画の流通によって,個 人や個々

の家庭での礼拝対象や宗教実践の内容を比較的自由に選択できるようになり,宗 教儀礼や実践

の社会的な脱文脈化(脱 埋あ込み化)が 促されたという。 また,バ ッブは宗教変容の現代的な

特徴 として,宗 教変容のあり方 自体が変化 した点 も指摘 している。例えば宗教的シンボルの変

動に関 して,そ れまでバラモンのような宗教的職能者が担っていた役割は減少 し,今 日では民

衆主導で様々な変容がもた らされているという[Babb 1995:4]34)。 このようにポスター宗教

画による宗教実践の脱バラモン化,脱 文脈化が進むなかで,人 々はどのような図像を求めるよ

うになったのか。以下 フィール ド調査に基づいて具体例を挙げなが ら概観する。
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鞭 舞
   1            ぷ鳶『

  写真10 口を開けた トラに乗 るカー リー像   写真11口 を閉 じた トラに乗 る カー リー像

 近 年 増 加 して き た図 像 の 特 徴 と して,第 一 点 目 に吉 祥 志 向 ・現 世 利 益 的 図 像 が あ げ られ る。

吉 祥 志 向 の例 で は,例 え ば 女 神 カ ー リー は従 来 口を 大 き く開 け た虎 に乗 っ た姿 で 描 か れ て いた

[写 真10コ 。 しか し,口 を 開 け雄 叫 び を あ げ て い る虎 は怒 って い る こ とを 表 し,乗 って い る女

神 も怒 って い る こ とを 暗 喩 して いて 好 ま し くな い,と い う解 釈 が 消 費者 の 間 で 表 出 し,こ こ数

年,カ ー リー は 口を 閉 じた 虎 に乗 っ た姿 で描 か れ る こ とが 多 くな った[写 真11]。

 ま た,Jothi Art Calendars社 に よれ ば新 しい図 像 と して近 年,現 世 利 益 重 視 的 な図 像 の需

要 も高 ま って い る と い う。 例 え ば クベ ー ラ と い う富 の神 は,1990年 代 か ら広 く流 通 し始 め た

"L
aughing Buddha35>"の{象 と共 に,商 売 や 「金 銭 」 の 神 と して 人 気 を博 して い る。 クベ ー

ラ は ヴ ェ ー ダ時代 か ら存 在 す る神 で はあ るが,そ の像 が民 衆 に よ る礼 拝 対 象 とな った の は,ご

く近 年 の 現象 で あ る。Jothi Art Calendars社 の社 長S. ShenbagamUrtiは,こ の よ うな 消 費

者 の 動 向 に っ い て以 下 の よ うに 語 って い る。

  最 近 人 々 は,ヴ ィ シ ュ ヌ神 の よ うに抽 象 的 な神 に祈 るよ り,ク ベ ー ラな ど商 売 に 直結 した

  神 に祈 り,「 シ ョー トカ ッ ト」 して お 金 に直 結 した結 果 をす ぐ得 た い と思 って い ます 。 こ

  の よ うな傾 向 は これ か ら も続 くで し ょ う36)。

 よ り吉 祥 で あ る よ うに 口 を閉 じた虎 に乗 る カ ー リー の よ うに,こ こで は図 像 が もっ意 味 お よ

び機 能 役 割 は,神 話 的 正 統 性 や伝 統 的 慣 習 に よ って決 定 さ れ る ので は な い。 それ らが 吉 祥 や繁

栄 を もた らす 力 を持 っ と い う信 仰 は,図 像 そ の ものが 礼 拝 者 に あ たえ る情 動 的 な 印象 や,現 代

社 会 に お いて 新 た に創 造 さ れっ っ あ る脱 文 脈 的 ・脱 バ ラモ ン的 な民 衆 信 仰 に根 ざ して い る と考
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え られ る。

 これ に関 連 して,近 年 製 作 さ れ る よ うに な った図 像 の第 二 点 目の 特 徴 と して,宗 教 教 義 か ら

ず れ る図 像 が 登 場 して い る こ とに っ い て も触 れ た い 。 タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 マ ドゥ ライ の ミー

ナ ー ク シー寺 院 内 の ポ ス ター宗 教 画 を売 る店 先 で,半 身 ハ ヌ マ ー ン ・半 身 ガ ネ ー シ ャ(ガ ナパ

テ ィ)の ポ ス ター宗 教 画 が売 られ て い た[写 真12コ 。 ハ ヌマ ー ンは叙 事 詩 「ラー マ ー ヤ ナ」 に

登 場 す る ラー マ を助 け る猿 の神 で あ る。 ガ ネ ー シ ャは シヴ ァとパ ー ル ヴ ァテ ィー の息 子 で,象

の頭 部 を持 ち,商 売 の神 と して,ま た障 害 を除 去 す る神 と して 物 事 の 初 め に礼 拝 され て い る。

ハ ヌマ ー ン もガ ネ ー シ ャ もイ ン ドで 非 常 に人 気 の あ る神 で あ るが,神 話 世 界 で の強 い結 びつ き

は な く,半 身 ガ ネ ー シ ャ ・半 身 ハ ヌ マ ー ンの 合 体 像 は,ヒ ン ドゥー教 の 教 義 で は説 明 で き な い。

この 図 像 に似 た もの で,イ ン ドに お いて は半 身 女 性 ・半 身 男 性 の シ ヴ ァ(ア ル ダナ ー リー シュ

ヴ ァラ)の 像 が あ る [写真13]。 立 川 は両 性 具 有 の シ ヴ ァの 由来 につ いて 以 下 の よ うに説 明 す

る。

  「シヴ ァ ・プ ラー ナ』 に よれ ば 「ブ ラ フマ ー は最 初 の 男性 で あ るプ ラ ジ ャー パ テ ィを作 り,

  かれ らに他 の 様 々 な もの を創 る よ うに命 じた。 の ち に な って か れ らは 自分 た ちが そ の 仕 事

  に適 して い な い こ と に気 づ い た。 ブ ラフ マ ー はか れ らの創 造 活 動 が 遅 い ので 心 配 にな り,

  マ ヘ ー シュ ヴ ァラ(シ ヴァ)に 祈 った。 シヴ ァは彼 の前 に半 男半 女 の 姿 で 現 わ れ,彼 に心

蕪 戸 畿
、磐熱 銀 、

     難 響 糠
    ・  ♂羅Q  ・1             謹
                …                                    〆「
                              wAma  tttt t・・t ttt

   写 真12 半身 ガ ネー シャ ・半身 ハ ヌ     写真13右 半身が シヴ ァ,左 半身がパール

      マー ン像                  ヴ ァテ ィと い うア ル ダナー リー

                           シュヴァラ像(ニ ューデ リー国立

                           博物館)[立 川(他)1989]
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1繍 無蕪灘 銭し壷盤

蘇 ∴1=欝ll餌鰯 態
澱 鷺輪 灘 悪調 ぞ甦轟
難 篇 なしζ蹴 漏1義嚢嵩∴ 翼胸 憾 擁
統 性 を欠 いて い る。

宗教簸 からずれ・図像の もう一つの例として,・ 写真'4諺 票 濠一シャ'パ ール

ヴ ァ,ガ ネー シ ャ,パ ー ル ヴ ァテ ィ ーの頭 部 が 合体 し

た(三 面 を もつ)図 像 が 見 られ る [写 真14]37)。 ヒ ン ドゥ ー教 の教 理 に は,三 神 一 体(ト リムー

ルテ ィ)と い う,ブ ラ フマ ー,ヴ ィ シ ュ ヌ,シ ヴ ァの三 神 を同 一 の宇 宙 の最 高 原 理 とみ なす 概

念 が あ る。 ま た,三 面 を もっ シ ヴ ァ像 も多 く残 って い る。 この よ うに 「三 」 面 を持 っ 頭 像 は よ

く見 られ るが,図14の よ う な シヴ ァ ・ガ ネー シ ャ ・パ ー ル ヴ ァテ ィー の コ ン ビ ネー シ ョ ンは

彫 像 分野 に お い て は ま ず存 在 しな く,教 義 上 それ らの三 体 が 同 一 の 身 体 を保 有 す る こと は,こ

じっ けは で きて も 「伝 統 的 」 ま た は一 般 的 な解 釈 で は説 明 で き な い38)。

 従 来,一 枚 の ポ ス ター宗 教 画 に複 数 の 神 が 「単 体 」 で は な い状 態 で 描 か れ る場 合,互 い に関

係 の あ る者 同 士 が 描 か れ て い る。 っ ま り一 枚 の図 像 の なか に物 語 性(神 話性)が あ る。 例 え ば,

シヴ ァと その 妻 パ ー ル ヴ ァテ ィーが 雪 山(ヒ マ ラヤ と考え られる)を 背景 に描 か れ た もの は市場

で も人 気 のあ る モ テ ィー フで あ る。 パ ー ル ヴ ァテ ィー は山 の 娘 とい う意 味 で,山 と は ヒマ ラヤ

を指 す と考 え られ て い る。 ま た,ヒ マ ラ ヤ は シ ヴ ァを は じめ 神 々の 住処 で もあ り,雪 深 い 険 し

い山 脈 の 背 景 は,そ の よ う な神 々 と 自然 の 関 係性 を 信 仰 者 に想 起 させ る。 さ らに,ヴ ィ シ ュ ヌ

神 の 化 身 の一 人 と され る ク リ シュナ は,イ ン ドで 広 く親 しまれ て い る神 話 を 多数 有 して お り,

ポ ス ター宗教 画 で も幼 少 の ク リ シュナ と養母 ヤ シ ョー ダー や,ク リシ ュナ とそ の 恋人 ラー ダー

が 登 場 す る様 々 な場 面 が描 か れ て い る。 特 に幼 少 の ク リシ ュナ は 「ベ イ ビー ・ク リシ ュナ」 と

呼 ば れ 人 気 の高 い 図像 で あ る。 この 「ベ イ ビー ・ク リ シ ュナ」 像 は,と りわ け 「ジ ャナ マ ー

シ ュ ト ミー(ク リシュナ聖誕 祭)」39)の 時期 に大 量 に流 通 す る。

 以 上 の よ うな神 話 世 界 の表 象 と して の図 像 と異 な り,半 身 ハ ヌ マ ー ン ・半 身 ガ ネ ー シ ャ像 や
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シ ヴ ァ ・ガ ネー シ ャ ・パ ー ル ヴ ァテ ィーの 合 体 像 の よ うな宗 教 教 義 か らず れ た図 像 が 何 故 製 作

さ れ る よ うに な った のか,と い う問 い に対 して,以 下 に あ げ る二点 を そ の 理 由 と したい。 まず

一 点 目 に製 作 現 場 にお いて
,製 作 者 が 「シ ルパ ・シ ャー ス トラ」 に 依 拠 した 伝 統 的 図 像製 作 の

訓 練 を受 けて お らず,さ らに製 作 に対 す る規 制 が 少 な い こ とが 挙 げ られ よ う。 そ して近 年 の 印

刷 業 へ のCGの 導 入 で,そ の 規 制 は益 々緩 和 して い る と言 わ れ て い る。 二点 目の 要 因 と して は,

バ ラ モ ン司 祭 に よ る宗 教 儀 礼 か ら離 れ て 新 た な礼 拝 形 態 が 形 成 され る な か で,ポ ス ター宗 教 画

の 購 買 者 の 側 で も 「シ ルパ ・シ ャー ス トラ」 に準 じた 「伝統 的」 な神 像 だ け を重 視 せ ず,新 し

い 図 象 を 求 め るよ うに な った結 果 と も推 測 され る40)。吉 祥 志 向 ・現 世 利 益 的 図 像 と同 様,こ の

よ うな 図 像 に期 待 さ れ て い るの は,神 話 や伝 統 的 世 界観 に基 づ くメ ッセ ー ジで は な く,む しろ

吉祥 や繁 栄 とい う現 世 利益 を もた ら して くれ る力 で あ り,そ れ らは そ う した力 を有 す る呪 物 と

して 求 め られ流 通 して い る と考 え られ る。

 ま た近 年 で は,厳 格 な神 で あ る は ず の シ ヴ ァが,写 真15の よ う に茶 髪 で 頬 を ピ ンクに 染 め

た姿 で描 か れ た り,「 ベ イ ビー ・シ ヴ ァ」 の よ う に幼 児の 姿 で 描 か れ る よ う に な った こ と も看

過 で き な い[写 真16]。 シヴ ァ神 は様 々な姿 で表 され るが,従 来,乳 児 や幼 児 の 図 像 は製 作 さ

れ る こ と はな か っ た。 次 に,こ の よ うな 厳 格 な神 の 「軟 化 」 した と も とれ る イ メ ー ジに っ い て,

ポ ス ター宗 教 画 に 描 か れ な い神 に言 及 な が ら考 察 した い。

 ポ ス ター宗 教 画 で は,礼 拝 され て い る神 が 全 て描 か れ て い る訳 で は な い。 例 え ば土 星 神 シ ャ

ニ は,寺 院参 拝 も盛 ん に 行 わ れ て い る神 で あ るが,家 庭 に持 ち込 む の は吉 祥 で は な い と考 え ら

れ て い る。 神 へ の帰 依 を 示 し シ ャニ を鎮 め る こ とを 目 的 と して熱 心 に寺 院 礼 拝 さ れ るが,目 を

合 わ す こ とは 「恐 ろ しい」 と考 え られ て お り寺 院 に お い て も この神 像 の 目 を 見 て ダル シ ャ ンす

る こ とは な く,礼 拝 用 の 図 像 も描 か れ な い。 ま た,ム ニ ー シュ ワ ラ(Muneeswarar/Munishvara)

は南 イ ン ドの村 落 神 で あ り,マ ドゥ ライ近 郊 に あ る調 査村 で は シヴ ァと認 識 され て い るが,信

緊覇 藁遊襲
 写 真15茶 髪 で頬 を ピンクに染 めた シヴ ァ像       写真16 「ベイ ビー ・シヴ ァ」像
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仰者にとっては,ポ スター宗教画に描かれている一般的な シヴァとは異な り,よ り神力があ

ると考え られている。ポスター宗教画 には描かれることはなく,人 々はあまりに強力な力が

あるこの シヴァを畏れ,家 庭では祀 らないと答える。 また,カ ル ッパサ ミー(Karuppasamy/

Karuppu Swamy)も 南インドで信仰されている村落の神であるが,非 常 に厳格な神であるた

め,人 々は家庭に持ち込む ことはしないという。 これらポスター宗教画に描かれない神は,厳

格な神 ・荒ぶる神であり,人 々は畏れ崇めながらも,儀 礼に関 しては,宗 教的職能者を介 して

寺院で行 うのをよしとする姿が観察できる41)。

 イ ンドにおいて ヒンドゥー教徒は 「寺院に行 く」 ことを,「 ダルシャンしに行 く」 と表現す

る42)。大量生産 されたポスター宗教画を家庭で祀ることができるようになり,一 般家庭におい

ても 「ダルシャン」が可能になって以降,バ ラモン司祭を中心 とする寺院から礼拝実践の一部

は解放 されたと考える43)。このことは,人 々が宗教的職能者を介在せず個人で直接神と対峙 し

なければならない状況になったとも換言できる。ポスター宗教画における 「荒ぶる神 ・厳格な

神」の 「軟化」 した図像は,家 庭内で祀れるよう,個 人で も畏れず対峙できるような神表象に

変化 してきたことが一因ではないかと推察される。

              5 おわ りに:今 後 の課題

 本稿では,ポ スター宗教画に関する予備的考察 として,大 量複製物としてのポスター宗教画

の特性を検討 してきた。特に,従 来の自然素材で製作された彫像 との比較で,ま ず印刷紙の素

材性の脱 トポス的性質を指摘 した。 そしてそうした素材の性質は,「 伝統的」 な神像製作で重

要であった製作者のカーストや儀礼の束縛か ら,ポ スター宗教画の製作過程が自由であること

と関連 していることを論 じた。また,ポ スター宗教画の製作現場の変化と,受 容の場での宗教

実践の脱文脈化が進むなかで,い かなる図像が流通 しているのかにっいて,図 像の現代的展開

を社会変容 との関わりで考察 した。そして,現 代みられる図像の多様化 はCG等 の技術によっ

ても支えられている点を述べた。

 最後に結論に代えて,芸 術人類学 における昨今の議論を参照 しなが ら,こ れからの課題にっ

いて述べてお きたい。芸術人類学で は,「芸術」の定義や,そ の定義づ けを下支え して いる

「アー トワール ド」 という西洋の特権的 「制度」 に関する問題が指摘される一方で44),調 査地

の様々な対象(絵 画,建 築,贈 り物,刺 青などの身体表象等)を,「 現地の世界観」 を表すモノと

して捉え,そ の 「審美学」や象徴性を分析することに主な関心が払われて きた[Coote and

Shelton 1992, Morphy 1994]。 しか しジェルは,「芸術」を扱 ったそれまでの人類学的研究に

おいて主流であった 「土着の審美学」や 「象徴的意味」 といった概念を退ける[Gell 1998]。
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ジ ェル は 「芸 術 」 を審 美 的 に見 よ う とす る態度 や,現 地 の審 美 学 を明 らか に しよ う とす る姿 勢

こそ が,西 洋 の審 美 学 や 芸 術 理 論 に基 づ いた もの で,西 洋 の審 美 学 を補 強 す るよ うな作 業 で あ

る と批 判 した。 ま た,「 象 徴 的意 味」 に つ い て も,「 芸 術 」 が 世 界 に 関 す る象 徴 的 な 命題 を コー

ド化 す る と捉 え て象 徴 や 意 味 を論 じので はな く,「 芸 術 」 を む しろ世 界 を変 化 させ よ う と働 き

か け る行 為 の 体 系 と して 捉 え た[Ge111998:1-7コ 。 ジェ ル に よ る と,「 芸 術 」 の 人類 学 的理

論 は 「社 会 的 工 一 ジ ェ ン シー を媒 介 す る モ ノ と密 接 に関 わ る社 会 関 係 」[Gell 1998:7]を 扱

うべ きで,あ らゆ るモ ノが 「芸 術 」 に な りう る。 そ して 「ア ー トオ ブ ジ ェ ク ト」 の,製 作 ・流

通 ・受 容 の 社 会 的文 脈 に着 目 して,実 践 的,媒 介 的 な役 割 とい う,エ ー ジ ェ ンシ ーの 相 互 関 係

を み て い く重 要 性 を 強 調 す る45)。

 ジ ェ ル は エ ー ジ ェ ン シ ーの 多 層 的 な 関 係 性 を描 くた め,様 々 な コ ンテ ク ス トに お け る ア ク

ター の 関 係 性 を段 階 的 に検 証 して い く。 そ の なか で,モ ノの 外 貌 と して の形(顕 れ)だ けで な

く,視 線 や 臭 い,煙 な ど の身 体 や物 質 の レベ ル で の 関係 性 に つ い て も注 目 し,プ ー ジ ャーで み

られ る 「ダ ル シ ャ ン」 を取 り上 げ,「 拡 散 す る」 エー ジ ェ ン シー にっ いて 例 解 して い る。 こ こ

で は 「ダ ル シ ャ ン」 の よ うな 「見 る こと」 は 「触 る こ と」 と同様 の,一 種 の接 触 の形 態 で あ る

と され る[Gell 1998:104-121]Q

 確 か に ヒ ン ド ゥ ー教 の プ ー ジ ャ ー で は,ダ ル シ ャ ン だ け で な く,樟 脳 や 香 を 焚 き,シ ン

ドゥー ル と い う赤 い 粉 を神 像 に押 しっ け,ラ ンプ を灯 し,マ ン トラを 唱 え,供 物 のお 下 が りを

戴 く と い う,五 感 を 刺 激 す る もの で あ る。 しか し,ジ ェル の描 くよ うな 身 体 的 ・情 動 的 関 わ り

を 含 む 濃 密 な交 流 ・宗 教 実 践 は,ポ ス ター宗 教 画 を め ぐ って は,い か に行 わ れ て い くので あ ろ

うか 。 本 稿 で論 じて き た よ うに,ポ ス ター宗 教 画 は正 統 性 や バ ラモ ン的 儀 礼 を 必 要 と しな い大

量 生 産 物 で あ る。 図 像 にっ い て も神 話 の意 味 世 界 に依 拠 した物 語 性 や 図 像 的 正 統 性 は求 め られ

な い,非 オ ー セ ン テ ィ ッ クな もの も製 作 され るよ うに な って い る。 そ の 宗 教 実 践 の内 容 も,伝

統 的 な 体 系 に と らわ れ な い もの に な って い る と報 告 さ れ て い るが,詳 細 につ いて は未 だ 明 らか

に な って い な い 。 ポ ス ター 宗教 画 は様 々 な エ ー ジ ェ ン シー の 相互 作 用 の なか で,ど の よ うに礼

拝 者 に と って か けが え の な い神 に な って い くの だ ろ うか 。 これ を理 解 す るた め に は,製 作 者,

流 通者,販 売 者,購 買 者,礼 拝 者,メ デ ィア,神 格 な どの多 元 的 な エ ー ジェ ン シー の複 合 的 相

互 交 渉 を明 らか に し,特 に礼 拝 者 とポ ス ター宗 教 画 の 「出 会 い 」 か ら,購 入,礼 拝 実 践 な ど の

身 体 的 ・情 動 的 な 交 流 を通 じて,一 般 的 な商 品 の ひ とっ で あ った 紙 が そ の人 に と って固 有 の意

味 と重 要 性 を持 っ 神 に な って い く過 程 を詳 細 にみ て い く必要 が あ るで あ ろ う。 ポ ス タ ー宗 教 画

を め ぐる こ う した 過 程 の総 体 を フ ィー ル ド調 査 で 明 らか に して い くの が,今 後 の課 題 で あ る。

   謝辞 本稿 は2006年1月 に提出 した博士予備論文(修 士論文 に相当)に,そ の後 の フィール ド調

    査結果 を加 え加筆修正 した もので ある。 これ らの執筆 にあた って,指 導教官 の田辺 明生先生 に
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  は常 に的 確 で示 唆 に富 む ご指 導 を頂 い た 。 ここ に深 く感 謝 の意 を 表 した い。 な に よ り,学 究 に

  対 す る情 熱 を もか き立 て て下 さ るよ うな先 生 の下 で研 究 が で き る こ と を 本 当 に幸 せ に 思 う。 ま

  た,本 稿 の仕 上 が りを 最 大 限 の寛 容 さ で お待 ち下 さ った編 者 の 田 中 雅 一 先 生 に も心 よ り深 謝 す

  る。 最 後 に調 査 に快 くご協 力 頂 いた イ ン ドの方 々 に も厚 く感 謝 の 意 を送 りた い。

注

1) ポ ス タ ー宗 教 画 は ヒ ン ドゥー教 の図 像 だ けで な く,イ ス ラー ム ・キ リス ト教 ・シク教 ・仏 教 な

 ど他 宗 教 の もの も広 く流 通 して い るが,本 稿 で は特 に断 りが な い限 り ヒ ン ド ゥー教 の図 像 に関 し

 て述 べ る。

2) カ ル カ ッタヘ リ トグ ラ フが 持 ち 込 まれ た 最 初 期 の 記 録 は二 例 あ る。 一 例 目 は1822年 に フ ラ ン

 ス人 居 住 者De Savighnacに よ って リ トグ ラ フ印刷 が 行 わ れ た 例 で,も う一 例 は,開 業 医Dr I,

 N,Rindが1822年 に リ ト ・プ レスを 持 ち込 み,政 府 系 の石 版 印 刷 所 設 立(1826年 設 立)を 牽 引

 した と い う もの で あ る[Neumayer and Schelberger 2003:8,9コ 。

3)木 版 や リ トグ ラフで 印 刷 され た神 イ メ ー ジにっ い て はPauユ[1983]やPinney[2004コ を参 照 。

4) これ ら1878年 設 立 の カ ル カ ッ タ ・ア ー ト ・ス タ ジオ,チ ッ トラ シ ャー ラ ー ・プ レス と,後 述

 す る ラ ヴ ィ ・ヴ ァル マ ー ・プ レス(1892年 設 立)の 三 社 が,都 市 部 か ら農 村 部 まで に及 ぶ,膨

 大 な量 の リ トグ ラフ の流 通 を牽 引 して い く[Pinney 1995:89]。

5)ベ ンガ ル 地 方 を 中心 に人 気 の あ っ た カ リガ ト(ま た は カ ー リー ガ ー ト)・ ポ トは手 描 き の絵 画

 で,カ ル カ ッ タの南 端 に 位 置す る カ ー リー寺 院前 で 土産 物 と して 量 産 さ れ 販 売 さ れ て い た。 この

 カ リガ ト ・ポ トの 図像 は 木 版 印刷 に も採 用 され て 広 く流 通 して い た。 カ リガ ト ・ポ トの歴 史 に っ

 い て はJain[1999]が 詳 しい。

6) キ リマ ヌ ー ル は ト リヴ ァ ン ドラム(Trivandrum/Thiruvananthapuram)か ら40キ ロ北 に

 位 置 す る街 。

7) カ ー ス トとは 内婚 や共 食 の単 位 を形 成 し,特 定 の職 業 ・身 分 に関 連 づ け られ た イ ン ドに特 徴 的

 な社 会 集 団 を指 す 。 ポ ル トガル語 で 「血 統 」 を意 味 す る カ ス タ を語 源 と し,現 地 で は ジ ャー テ ィ

 (生 ま れ)と い う名 称 で呼 ば れ て い る。 バ ラ モ ン(司 祭)・ ク シ ャ トリヤ(王 侯 ・戦 士)・ ヴ ァイ

 シ ャ(一 般 庶 民)・ シュ ー ドラ(隷 属 民)と い う四 つ の種 姓(ヴ ァル ナ:「 色 」 を意 味 す る)を 持

 っ 身 分 制 度 と して知 られ て い る が,カ ース トの観 念 は,イ ン ド社 会 の基 盤 的 本 質 と して不 変 的 に

 存 続 して き た わ け で は な く,歴 史 的 に変 遷 し,再 構 成 さ れ た も ので あ る [Dirks 2001]。 今 日の

 よ うな カ ー ス トの 実 体 化 は,植 民 地 期 に 行 わ れ た セ ンサ ス の 実 施 に よ る カ ー ス トの 客 体 化

 [Cohn 1987]や,植 民 地行 政 の本 質 主 義 的 な,植 民 地 的 差 異 に 基 づ く支 配 や 規 則 (rule of

 colonial difference)[Chatterjee 1993]等 を通 して もた らさ れ た と考 え られ て い る。

8) ヴ ァル マ ー の作 品 は1873年 の マ ドラス で の展 覧 会 で 金 賞 を獲 得 した後,ヴ ェ ニ ス や シ カ ゴ の

 展 覧 会 で も高 く評 価 さ れ る。 ヴ ァル マ ーの 作 品 に対 す る国 内 外 の評 価 や ベ ンガ ル派 か らの批 判 に

 つ い て はMitter[1994], Guha-Thakurta[1992]を 参 照 。

9) 1899年,ボ ン ベ イ を 含 む マ ハ ー ラ ー シ ュ トラ州 の 主 要 都 市 で ペ ス トが 発 生 した た あ,Ravi

 Varma Pressは ボ ンベ イ か らMalavli(Karli)に 移転 され た。 Malavliは ボ ンベ イ とプ ー ネ ー-m

 の 中 間 に位 置 す る街 で あ る 。Ravi Varma Pressは1973年 に印 刷 所 で 起 き た火 災 の た め一 時 的

 に閉 鎖 さ れ,1980年 に完 全 に閉業 す る[Castelli and Aprile 2005:29-33]。
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         「紙」 はいか に して人々 の 「神」にな るのか(木 下)

10) ヴ ァル マー以降 の画 家の動 向に関 して は,ラ ジャス ター ン州Nathdwaraの 絵 師集 団 とボス

 ター宗教 画の大手 出版社S.S. Brijbasi&Sons社(1922-)と の関係や,主 に北 イ ンドの画家にっ

 いてはPinney [2004]を,南 イ ンド (タ ミル ・ナー ドゥ州)の 画家Kondiah Raju(1898-

 1976年)と その弟子T.S. Subbiahら にっいてはInglis[1995]とCastelli and Aprile[2005]

 を参照 。

11) オ フセ ッ ト印刷で は,光 の3原 色 の赤 ・緑 ・青(RGB)の 補色 で ある シア ン ・マゼ ンタ ・イ

 エ ロー(CMY)を 混ぜ合 わせ他 の色を作 り出すが,黒 色 に関 して はこれ ら3色 を混ぜ合わせ た

 だけで は褐色 にな り鮮やかな黒が表現 できないので,通 常 シア ン ・マゼ ンタ ・イエローにブラッ

 クを足 した4色 を使 用す る。今回の調 査では1色 刷 りか ら6色 刷 りまで のオフセ ッ ト印刷機が観

 察 され た。5色 や6色 刷 りの機械では シア ン,マ ゼ ンタ,イ エローの掛 け合 わせでは出せ ない蛍

 光 色や ラメ金 のよ うな色が追加 され る。 また シバカ シの出版社Jothi Art Calendars社 では赤系

 統の微妙 な色 合いを出 したい場合,5色 刷 り機 で基本4色 に加 え ピンクを使用 していた。

12)宇 波 は,プ ラス ティ ックという新素材 と自然 素材 との対立 関係 について,マ ンツィー二が 『創

 造の なかの素 材』(Ezio Manzini, The mαteriα1 in invention)の なかで新素材 の重要 な特徴 とし

 て 「過去 との断絶」(breaks with the past)を 指摘 して いることを挙 げ,自 身の議論を発展 さ

 せて いる。

13)宇 波 は宮坂 清通 の 「諏訪の御柱祭』か ら,以 下の御柱祭 の用材 に関す る部分 を引用 してい る。

 「御柱 の用材 を伐採 す る山は,上 社 は本宮 の東 方約二十 キ ロを隔 たる八 ヶ岳の西麓御小屋 山の神

 林で あ り,下 社で は霧 ヶ峰 の西麓 に続 く東俣国有林 で,社 頭 を約十 五キ ロ隔た る東北方の山であ

 る(宮 坂清 通 「諏訪 の御柱祭』 甲陽書房 1956:17)」[宇 波1998:47コ 。

14)立 川(他)に よると,シ ャー リグラーマ石崇拝の由来にっいて 「バ ーガヴァタ ・プラーナ」に

 以下 のよ うな神話 が記 されてい る。 「初 めに,ヴ ィシュヌ神 は,人 類の運命を司 る九個の惑星を

 創造 した。その うちの一 っ土星 は,そ の任務を遂行 す るにあた って,ブ ラフマー神 に十二年間,

 服従 して くれ るよ うに頼 んだ。 ブラフマー神 は,早 速 ヴィシュヌ神 に相談す ることに した。 しか

  し,ヴ ィシュヌ神 の許 を訪 れた時,ヴ ィシュヌ神 は,ガ ンダキ ー山 に姿 を変えて いた。 ヴィシュ

 ヌ神 に会え なか った ブラフマー神 は土星 の頼み を無視 し続 けた。 そこで,土 星 はヴ ィシュヌ神に

 会 うため虫 とな って山に食い込 んでい った。食 い込 まれ る痛み にヴィ シュヌ神 はが まん しきれな

  くな って,土 星 の頼 みを聞 きと どけ,本 来 の姿 を現 した。 これ以後,こ の山 か らとれ る石 は

  シャー リグ ラーマ石 と呼ばれ,崇 拝 されるよ うにな った という」[立 川(他)1990:221-222]。

15) また,現 代 イ ン ドにお いて はプ ラステ ィックのカラフルな神像 や電飾 のっ いた護符 のよ うな宗

 教 グ ッズ も広汎 に流通 してい る。礼拝対象物 の素材性を考察す る場合,ポ スター宗教画 との比較

 を含め,今 後 これ ら大量生産物 も調査 の対象 に加え たい。

16) オ リッサ州 プ リーの ジャガンナー ト寺院では,ヒ ン ドゥー暦 で1年 の内にアー シャーダ月が2

 度あ るうる う年(12年 か ら19年 に一度)に 木像の御神体 を改め る。 この ジャガ ンナー ト寺院 に

 お け る御神体 改 めの特徴 的な儀礼Navakalevaraの 全 体 につ いて はTripathi[1978]を 参照。

 Tripathiは, Navakalevaraに おけ る新 たな神像 製作 の過程 で は,バ ラモ ンだ けで な く,寺 院

 で奉仕 してい る低 カース トの ダイタが,独 自に重要 な役割 を担 ってい ることを明 らかに しなが ら,

 その儀礼 の詳細 を述べ ている。

17)脱 トポス的な 「紙」 は,機 械 印刷 され る前か ら,す でにカース トの束縛が緩やかであ った と言

 え る。19世 紀 にベ ンガル地方 で盛ん に製作 されたカ リガ ト・ポ トと呼 ばれ る手描 きの絵画(神

 像 も含 む)の 製作者 には,絵 師カース トのポ トゥァ (patua)以 外に も,壺 作 りカース トの ク
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 モ ー ル(kumor)や 大工 等 が い た[Jain J 1999:18]。 しか し金 が,現 代 の ベ ンガ ル地 方 の 絵 師

 カ ー ス トで あ る ポ トゥア の な かで ム ス リム ・ポ トゥア が,ヒ ン ドゥー教 徒 に対 して は,ム ス リム

 で あ る こ と を隠 して意 図 的 に ヒ ン ド ゥー教 徒 に 扮 し製 作 を 行 う とい う,彼 らの状 況 主 義 的 ・戦 略

 的 な態 度 を描 い て い る の に対 して[金2000],現 代 の ポ ス タ ー宗 教 画 の 画 家 や製 作 者 側 の 人 々 に

 は ポ トゥア の よ うに カ ー ス トや宗 教 を 気 に す るよ うな行 動 はみ られ な い点 は注 目 さ れ よ う。

18)掃 除,洗 濯,屠 殺 な ど に従 事 して い た人 々 は,臓 れ を与 え る存 在 と さ れ,「 不 可 触 民 」 と して

 一 般 カ ー ス トの 四つ の ヴ ァル ナ(種 姓)制 の 枠外 に位 置 づ け られ て きた。 以 下 本 稿 で は 「不可 触

 民 」 を ダ リ トま た は ア ウ トカ ース トと表記 す る。

19)製 作 を め ぐる フ ィー ル ド調 査 は2005年 と2006年 に,ポ ス タ ー宗 教 画 印 刷 の 主 要 都 市 で あ るデ

  リー,タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 の マ ドラス,シ バ カ シで計3ヶ 月 行 った 。 現 代 イ ン ドにお け る ボ ス

 タ ー宗 教 画 の4大 出版 社[Pinney 1995:92]の な か の2社 と され る1922年 創 業 のS. S. Brijbasi

 &Sons社(現 在 は主 に デV一 で事 業展 開 して い る)と,マ ドラス を拠 点 と して い る ポ ス ター 宗

 教 画 印 刷 の 最 大 手J.B. Khanna&Co.社(1957年 設 立),そ して シバ カ シの 中堅 出 版 社Jothi

 Art Calendars社(1960年 設 立)を 中心 に調 査 した。

20)画 家 の 中 に は,宗 教 画 製 作 の み に 従 事 す る者 の他,風 景 画 や 女 性 像 な ど も製 作 す る者 も多 い。

21) タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 コ ヴ ィ ルパ ッテ ィで活 動 して い た ポ ス タ ー宗 教 画 家KondiahRaju(1898-

 1976年)は 「開 眼 」 の た め に吉 祥 な 日 を選 び,独 自に プ ー ジ ャー を行 って い た[2006年8月9

 日 に コ ヴ ィル パ ッテ ィにて 画 家G.Shenbhagaraman(他)に 対 して行 った 聞 き取 り調 査 よ りコ。

 しか し,こ れ まで の 調 査 か ら,現 在 この よ うな儀 礼 を行 う画家 は確 認 さ れ ず,そ の 数 は非 常 に少

 な い と考 え られ る。

22)CGの 導 入 に よ り,画 家 は依 頼 の 減 少 や製 作 料 の低 額 化 に 直 面 しっ っ あ る。 しか し,こ の よ う

 な 動 き に対 して 対 抗 策 を講 じる者 もい る。 画 家Yogendra Rastogiは 自身 の作 品 が 簡 単 に流 用

 され るの を 防 ぐ ため,1989年 か ら原 画 を売 る こ とを止 め,自 ら の工 房(工 場)で,オ フ セ ッ トプ

  リン トに 必 要 とな る ネ ガ フ ィル ム を作 成 し,そ れ の み を販 売 して い る。 ま た,出 版 社 と の契 約 で

 は,図 像 の 使 用 期 間 を1年 間 に 限定 し,自 らの作 品 が 簡 単 に コ ピー され る の を 防 い で い る と い う。

23)ア ー サ ナ は坐 法 を 指 す 。

24)2005年9月16日 に 行 ったJothi Art Calendars社 オ フ ィス で の 聞 き取 り調 査 よ り。

25) ピニ ー は,ラ ヴ ィ ダー スの よ うな ダ リ トの 聖 者 像 や 地 方 の 民 間 信 仰 の神 の よ うな 非 サ ン ス ク

 リッ ト的 図 像 が 流 通 して い る こと を指 摘[Pinney 1995:91,92]。

26) ビー ム ラ ー オ ・ラ ー ム ジー ・ア ンベ ー ドカ ル は,マ ハ ー ル ・カ ー ス ト(ダ リ ト)出 身 の 政 治

 家 ・社会 運 動 家 で,ネ ル ー 政権 時 に は法 務 大 臣 と して イ ン ド憲 法 の 起 草 ・制 定 に携 わ っ た。1956

 年10月14日 に,30万 人(～60万 人)の マハ ー ル ・カ ー ス トの 人 々 を引 き連 れ て ヒ ン ド ゥー教

 か ら仏教 へ の 改 宗 を 行 った 。

27)従 来 の仏 教 に 対 して,ア ンベ ー ドカ ル に よ って 「復 興 され た」 仏 教 を 「ネ オ ・ブ ッデ ィ ズ ム」

 と言 い,新 た に 仏 教 に 改 宗 した人 々 を 「ネオ ・ブ ッデ ィ ス ト」 と呼 ぶ こ とが あ る。

28) ドラ ヴ ィダ語 圏 に位 置 す る南 イ ン ドの タ ミル ・ナ ー ド ゥ州 で は,北 イ ン ドの主 要 言 語 で あ る ヒ

 ン デ ィ ー語 の 単 一 公 用 語 化 に 対 す る抵 抗 運 動(1965年)等 が 起 き て お り,現 在 ま で 続 く ドラ

 ヴ ィダ ・ナ シ ョナ リズ ム運動 の 中心 と な って い る。

29)イ ン ドに お い て,コ ミュナ リズ ム は主 に ヒン ド ゥー教 徒 と ム ス リム間 の 対 立 関 係 を指 す 。 両 者

 の衝 突 は しば しば 「コ ミュ ナ ル紛 争 」 と称 され る。

30)1980年 代 以 降 高 ま って い く 「ヒ ン ドゥー」・「ム ス リム」 間 の 緊 張 は,1992年 に ウ ッ タル ・プ
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 ラデ ー シュ州 ア ヨー デ ィヤーでの モスク破壊 とい う大 規摸暴動 へ と発展す る。1992年 のア ヨー

 デ ィヤー におけるモス ク破壊 行動 は,当 地 の小高い丘の上 にあったバ ーブ リーマス ジッ トが,ヒ

 ン ドゥー教 の神 であ るラーマの生誕寺 院を取 り壊 して建設 され たと考 える ヒン ドゥー ・ナ ショナ

 リス トに よ って破壊 され た事件 であ る。それ は1984年 か ら始 ま った 「ラーマ生 誕地運動ram

 janmabhumi andolan(ラ ーマ生誕 の地解放運動)」 の一 っの沸点 として捉え られ,こ の破壊行

 動以 降,一 連 の暴 力の連鎖が発生 する ことになる。 ポスター宗教画 において も,ア ヨーデ ィヤー

 に存 在 して いた とされ るラーマ寺院を背景 に立っ新 しいラーマ像が製作 されるよ うになる。新 し

 く描 かれ る ラーマ像 は非常にマスキュ リンで従来の イメー ジとは大 き く異 な ってお り,反 ムス リ

 ム的言説が表象 されて いる。 ラーマ像の歴史的変遷 にっいて はKapur[1993]を 参照。 また,

 ウベ ロイ は,カ レンダー ・アー トにおけ るマイノ リティ(こ こでは ヒン ドゥー教徒以外 を指す)

 の表象を取 り上 げ,イ ン ドの 「多宗教性」 と 「ヒン ドゥーの国 イン ド」 とい うヒン ドゥー ・ナ

 シ ョナ リス ト的言 説が どの ように説 明 されているのかを論 じている[Uberoi 2002]。

31) 田中 も,そ れ ら政治的 メ ッセージを含んだ図像 を取 り上 げているが,実 際に礼拝対象 とな って

 い るか は不 明 と述べてお り[田 中2002],筆 者 の短期調査 で も家庭 内で礼拝 対象 とされてい るの

 は観察 されなか った。

32)人 々は,こ の ようなバ ザールや寺 院前の露天商や専門店 か らポス ター宗教 画を購 入 してい る。

33) 現地で の呼称 は一通 りで はな く,筆 者が調査 を行 ったデ リーの中間層 の家 庭で は家庭 内に祀 っ

 て いるポス ター宗教画 を ヒンディー語で神を指 す 「バ グワー ン(bhagvan)」 と呼ぶが,あ えて

 モ ノの名前 を尋ね ると 「バ グワー ン・カ ・ポスタル(神 様 のポス ター)」 と答 えていた。 ピニー

 は中央 イ ン ドの マデ ィア ・プ ラデー シュ州 のバ チス ダ(Bhatisuda)村 で は,「バ グワー ン ・

 ケ ・フォ ト(神 様 の写 真)」 という呼称であ るとしている[Pinney 2004]。 本 稿では,家 庭内の

 礼拝 スペ ース に祀 られ てい る印刷物の宗教 画以外 に も礼拝 対象物 にな って い るカ レンダーやス

 テ ッカーに描かれ た神像 も研究対象 に含んでお り,そ れ らをポス ター宗教画 と総称 してい る。

34)民 衆主導 の変容 にっ いて,三 尾 は都市部で新 しく行 われ るよ うにな った祭礼を取 り上げている。

 ラ ジャス ター ン州 ウダイプール周辺 では1990年 代 に入 って新 しく始 め られた祭礼が い くっ かあ

 り,そ れ らが年 々スペクタクル化 し人気を博 してい る点,ま たそれ らの祭礼 がバ ラモン等 の宗教

 的職能者 で はな く,移 住者 や出稼 ぎか らの帰省者等 の民衆 主導で執 り行われて いる点を指 摘 して

 いる[三 尾2003]。

35) イ ン ドで は1990年 代 か ら,プ ラステ ィ ッ ク等 で製 作 さ れた 「布 袋」 の よ うな外 見 の像 が

 "Laughing Buddha"と い う名 で,商 売 の神 として信仰 され るようになった。

36)2005年9月16日 に行 ったJothi Art Calendars社 オ フィスでの聞 き取 り調査 より。

37)頭 部 が象の ガネー シャは シヴ ァとパ ールヴァテ ィーの息子で,「 マ ツヤgプ ラーナ」 に はパー

 ル ヴ ァテ ィーの垢 で作 られ た像 に水 を吹 きか けガ ネー シ ャが誕生 した と記 されて いる 〔斎 藤

 1986:108]。 このよ うな誕生神話 か ら,図14の ような三体が合体 した像の姿 を独 自に理由づ け

 で き るか も しれ ないが,そ れは 「伝統的」,ま たは一 般的な解釈で はない。

38) これ ら図像が製作 された要 因と して,経 済的理由か ら一枚 に何人 もの神が単体 の姿で描かれて

 いるポス ター宗教 画が好 まれるとい う点 も挙 げられ る。出版社でのイ ンタヴューか ら,一 人の神

 の図像 で はな く,一 枚 に何人 かの神 の単体 が印刷 されて いるもの も好 まれ るとい う話が聞かれた。

 ラク シュ ミー,ガ ネー シャ,サ ラスワテ ィーの三人が一 枚の ポスター宗教画 のなか にそれぞれ単

 体 で描 かれて いる ものをよ く見 かけるが,そ れな ら一枚で三人の神々 をダル シャンす ることがで

 き,三 枚 買 わな くて も良 い とい う経済 的理 由かららしい。宗教教義か らずれ る神 々の合体像 とい
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 うの も,マ ー ケ ッ トの要 望 に敏 感 な製 作 側(画 家)が 一 枚 の ポ ス タ ー 宗 教 画 の中 に複 数 の 神 を 描

 こ うと した創 作 意 図 と捉 え られ るか も しれ な い。

39) ジ ャ ナ マ ー シ ュ ト ミー(ジ ャナ ム ・ア シ ュ ト ミー)祭 は,毎 年 ヒ ン ド ゥー暦 の バ ー ド ラバ ダ

 (バ ー ドー ン)月 の黒 半 月(満 月 か ら新 月 まで の半 月)の 第 八 日 目(ア シ ュ トミー)に 行 わ れ る。

 ヴ ィ シュ ヌ神 の化 身 で あ る ク リシ ュ ナ神 が,降 誕(ジ ャナ ム)し た 日を 祝 う祭 りで,こ れ は太 陽

 暦 で は8～9月 に あ た る。

40)本 稿 で は,ヴ ァル マ ー の ア ー リア的 ・ク シ ャ ト リヤ 的 な 作 品 以 降 の ポス タ ー宗 教 画 の 図 像 的 変

 遷 と して,宗 教 教 義 か らず れ る図 像 等 の現 代 的 な特 徴 を 指 摘 した。 今 後 は カ リガ ト ・ポ トの よ う

 な デ フ ォル メ さ れ て描 か れ るこ とが 多 か っ た民衆 画 や他 の 視 覚 イ メ ー ジ(演 劇 ・映 画 ・写 真等)

 と の 関連 で ポ ス ター宗 教 画 の図 像 の特 徴 を 明 らか に す る こ と も課 題 と考 え る。

41) これ らの調 査 は マ ドゥ ライ近 郊 に あ るPallapatti村 に て 行 っ た。

42) 「ダ ル シ ャ ン」 は サ ンス ク リ ッ ト語 源 で,イ ン ドで 広 く使 用 さ れ て い る 言 葉 で あ る。 ヒ ン

 デ ィ ー語 で は,「 ダ ル シ ャ ンし に行 き ます 」 は 「ダ ル シ ャ ン ケ リエ ジ ャ ー ラ ハ ー/ラ

  ヒー フ ー ン」 と表 現 され る。

43)寺 院 と 家庭 で 行 わ れ る プ ー ジ ャー に は相 違 もあ る。 た と え ば,神 像 の周 り を右 回 り に め ぐる

 「プ ラダ ク シナ ー(右 邊)」 は空 間 上 の都 合 か ら家庭 内 で は行 え な い儀 礼 の 一 っ で あ る。 ポ ス タ ー

 宗 教 画 を め ぐる家 庭 内儀 礼 にっ いて,今 後 寺 院礼 拝 と比 較 し,ダ ル シ ャ ン等 の礼 拝 実 践 の 意 味 ・

 機 能 の相 違 な ど も検 討 した い。

44) 「芸 術 」 の 定義 を め ぐ る問題 に つ い て はLayton[1991], Morphy[1994]を,「 プ リ ミテ ィ

 ブ ・ア ー ト」 の 蒐 集 や 展 示 を め ぐ って はClifford[1988]を 参 照 。 「ア ー ト ワ ー ル ド」 と い う

 「制 度 」 に っ い て はGell[1998]を 参 照 の こ と。

45) ジェ ル に よ る と,エ ー ジ ェ ンシ ー と は,必 ず エ ー ジ ェ ン ト ・ペ ー シ ェ ン ト(行 為 主 体 ・行 為 客

 体)間 の相 互 作 用 と して 現 れ,推 論 や応 答,解 釈 等 を 引 き起 こす 作 用 と定 義 され る。 ま た,エ ー

  ジ ェ ン トや ペ ー シェ ン トは 潜在 的 に そ の ど ち らに もな り う る も の で あ り,多 層 的 な 関係 性 が想 定

 さ れ て い る。
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